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1.緒言 

核融合原型炉の初期保有及び T 循環試験に必要な T は人工的に製造する必要があり、高温ガス炉を用いて
製造する手法を検討している [1]。製造した T は Zr に吸収させて回収する。これまでの検討結果の検証を目
的に、HTTR [2]、JRR-3 [3]を用いた照射試験を計画しており、T 製造性能、T 閉じ込め性能の確認を検討して
いる。照射試験で必要な装荷体構造や試験内容を検討するにあたり、酸化物共存下において Ni 被覆 Zr 粒に
対し水素吸収実験を行い、水素吸収性能を評価する必要がある。以前の実験では Ni 被覆 Zr 粒の数が多く、
粒同士が焼結し粒の総表面積が異なったことに加え、LiAlO2粉末中に不純物として含まれる OH 基や水和物 

[4]が原因で水素吸収性能にばらつきが生じた [5]。本研究では、粒の数を減らし粒同士の接触面積を小さく
し、LiAlO2粉末に加熱処理をしたうえで水素吸収実験を行い Ni

被覆 Zr 粒の水素吸収性能を評価したので報告する。 

2.実験体系及び実験手順 

Fig. 1 に本研究で用いた Ni 被覆 Zr 粒を示す。Ni 被覆 Zr 粒の
直径は約 600 μm、Ni 被覆の厚さは約 5 μm となるように製作し
た。Fig. 2 に水素吸収実験における実験体系の概略を示す。 

LiAlO2 粉末に含まれる OH 基や水和物を除去するために大気
中で加熱処理を行った。Ni 被覆 Zr 粒を 5 つ Al2O3管に入れ加熱
処理した LiAlO2粉末を 7.5 mg 装荷し、石英管内に設置した。石
英管内を真空引きした後、石英管を 600℃で加熱しバルブを閉じ
3 日間保持した後、水素ガスを導入し、Ni 被覆 Zr 粒に水素を吸
収させた。石英管内の水素ガスの圧力を圧力計で計測し水素吸収
曲線を得た。  

3.結果及び考察 

 水素吸収実験の結果及び解析結果を Fig. 3 に示す。赤の点線は
実験結果を、黒の実線は解析結果をそれぞれ表す。吸収は穏やか
で、圧力が平衡に至るまでに 3 日程かかった。以前の水素吸収実
験では実験条件が同一であるにも関わらず、水素吸収性能に大き
くばらつきが生じた [5]。本研究では、同一条件における実験を
3 回行ったが水素吸収性能に大きなばらつきは生じなかった。こ
れは、Ni 被覆 Zr 粒の数が少なく、激しい焼結が起こらず粒の総
表面積が保たれたことや、LiAlO2 粉末に対する加熱処理により
不純物 [4]を除去できたためであると考えられる。水素が Ni 被
覆 Zr 粒中に拡散し水素圧力が低下したと仮定すると、600℃にお
ける Ni 被覆 Zr 粒の見かけの拡散係数は7.5 × 10−14 m2/s、溶解
度係数は3000 mol/m3/Pa0.5とそれぞれ推定された。 

発表では異なる条件下における Ni 被覆 Zr 粒に対する水素吸
収実験の結果と水素吸収性能について議論する。 
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Fig. 2: The experimental system  

 
Fig. 1: Photograph of (a) the Ni coated Zr in quarts tube, 

(b) the SEM image of a Ni coated Zr, (c) the cross 
section of Ni coat 

 
Fig. 3: Curves of hydrogen absorption experiment  

and simulation 


